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﹁
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
﹂
は
、
七
月

二
十
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
を

森
や
湖
に
親
し
み
な
が
ら
心
身
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
、
森
林
や
ダ
ム
な
ど
が
も

た
ら
す
水
資
源
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

国
民
の
関
心
を
高
め
、
理
解
を
深
め
る

期
間
と
し
て
、
昭
和
六
十
二
年
度
に
制

定
さ
れ
今
年
で
十
七
回
目
を
迎
え
て
い

ま
す
。
こ
の
期
間
に
は
全
国
各
地
の
ダ

ム
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ

れ
て
お
り
、
年
々
盛
ん
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

沖
縄
に
お
い
て
も
、
昭
和
六
十
二
年

の
福
地
ダ
ム
ま
つ
り
を
は
じ
め
、
毎
年

ダ
ム
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
森
と
湖
に
親
し
み
、

ま
た
、
ダ
ム
の
役
割
、
及
び
自
然
環
境

の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
度
は
﹃
元
気
な
森
・
ゆ

た
か
な
水
・
ふ
れ
あ
い
の
湖
﹄
を
統
一

テ
ー
マ
に
全
国
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、

沖
縄
で
の
実
施
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

倉
敷
ダ
ム﹁
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
﹂

平
成
十
五
年
七
月
十
六
日
︵
水
︶

・
記
念
植
樹

平
成
十
五
年
八
月
三
日
︵
日
︶

・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

・
う
な
ぎ
つ
か
み
取
り
大
会

漢

那

ダ

ム

ま

つ

り

平
成
十
五
年
七
月
二
十
七
日
︵
日
︶

︵
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
︶

・
宜
野
座
中
学
校
吹
奏
楽
部

・
漢
那
小
学
校
児
童
合
唱
団

・
宜
野
座
村
こ
ど
も
芸
能

・
花
火
等

︵
ス
テ
ー
ジ
外
イ
ベ
ン
ト
︶

・
カ
ヌ
ー
体
験

・
う
な
ぎ
つ
か
み
取
り

・
自
然
体
験
ク
イ
ズ

・
親
子
木
工
教
室

・
竹
細
工
教
室

・
ふ
れ
あ
い
牧
場

・
ス
ー
パ
ー
サ
ッ
カ
ー
等

福
地
ダ
ム
夏
休
み
自
然
体
験
会

平
成
十
五
年
八
月
十
七
日
︵
日
︶

・
湖
面
遊
覧

・
カ
ヌ
ー
体
験

・
玉
辻
山
の
散
策

・
福
地
川
川
遊
び

・
工
作
体
験

・
水
源
地
見
学
ツ
ア
ー
等

辺

野

喜

ダ

ム

ま

つ

り

平
成
十
六
年
三
月
二
日
︵
日
︶

・
カ
ヌ
ー
体
験

・
親
子
ダ
ム
施
設
見
学

・
乗
馬
体
験

・
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

こ
れ
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
、
倉
敷
ダ

ム
﹁
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
﹂、
漢
那
ダ

ム
ま
つ
り
、
福
地
ダ
ム
夏
休
み
自
然
体

験
会
で
は
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と

も
あ
り
各
行
事
に
お
い
て
、
一
万
八
千

七
百
名
余
り
の
参
加
者
が
あ
り
大
成
功

で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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